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経済活動は大きなパラダイム・シフトを迎えてい

る。18 世紀以降続いてきた産業資本主義では，「労

働力」が価値の源泉であり，資本家はより多くの労

働力を高度に管理することで，労働生産性と賃金の

差異から利潤を獲得してきた。一方，現在，台頭し

ているデジタル資本主義での価値の源泉は「デジタ

ル化された情報」である。たとえば，ライドシェア

では，膨大な利用者の位置情報と移動ニーズを車の

位置情報とリアルタイムでマッチングさせることで

サービス対価を得る。一人一人の位置情報や一台一

台の車の情報にさしたる価値はないが，それらがリ

アルタイムでビッグデータとして収集・分析される

ことで大きな価値が生み出される。

また，産業資本主義の主役は生産者であり，提供

される商品は大量生産されるモノであるのに対し，

デジタル資本主義の主役はプラットフォーマーであ

り，提供される商品はそのプラットフォーム上で提

供されるライドシェアのようなアズ・ア・サービス

（as a Service）である。

アズ・ア・サービスで勝者になるには「モノ起

点」から「顧客起点」へとビジネスモデルの発想を

転換しなければならない。プラットフォーマーは，

データを大量に収集し，購買履歴などを通じて顧客

についてのあらゆる情報を徹底的に分析し，顧客の

ニーズを広範囲に探索する。一方，産業資本主義時

代の事業者は他社にはない優れた機能を持つ自社の

製品を先に考え，その後にそれをどの顧客にどう売

るかを考える。彼らは自社製品を買ってくれた顧客

が誰だかは知っていても，その顧客がどのような属

性，嗜好，価値観や行動様式を持っているかまでは

知らない。

ところで，IMD のマイケル・ウェイド教授によ

れば，より競争優位性のあるプラットフォームを構

築するには，価格を大幅に引き下げる「コストバ

リュー」，新しい顧客体験をもたらす「エクスペリ

エンスバリュー」，ネットワークによって様々なプ

レーヤーとつながることで価値を生み出す「プラッ

トフォームバリュー」という三つの価値に着目する

必要があるという。これら三つの中でも，最も競争

優位性を生み出すのがプラットフォームバリュー

だ。プラットフォーム上で圧倒的な顧客数を獲得す

れば，その顧客群にアクセスしたい様々なサービス

提供者が吸い寄せられてくる（エコシステムの構

築）。そして顧客にとってのサービスの選択肢が広

がり利便性が高まればさらに新しい顧客がプラット

フォームに集まってくるという好循環が生まれる。

ただし，プラットフォームバリューを作り上げる

には顧客 ID を獲得するための先行投資に耐えなけ

ればならない。収益化を後回しにしてでも成長資金

を惜しげもなく注ぎ込むプラットフォーマーの多く

が未上場企業である理由がここにある。モノ起点の

発想から顧客起点の発想への転換，また，競争力の

基盤となるプラットフォームをどう作るかなど，デ

ジタル資本主義時代を勝ち残るには，従来のビジネ

スの延長線にない構想力が求められる。
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